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TOTO株式会社（本社：福岡県北九州市、社長：田村 信也）は、「水垢汚れを抑止するDLCコーティング

技術とそれによる浴室鏡の開発」で、「第18回 岩木トライボコーティングネットワークアワード（岩木賞）」

の最高賞である「大賞」を受賞しました。岩木賞の受賞は初めてとなります。  

岩木賞は、表面改質およびトライボコーティング※1分野で著しい業績を上げた個人・法人・団体を顕彰する

もので、同分野で功績を残した故・岩木正哉博士の偉業をたたえて2008年6月に創設されたものです。第

18回岩木賞贈呈式は、理化学研究所（和光地区）で2026年2月20日（金）に執り行われました。 

今回受賞したのは、TOTOの主要なシステムバスルームに2016年2月から標準搭載されている「お掃除ラ

クラク鏡」に採用されている技術です。同鏡は、鏡の表面にコーティングされた「DLC＝ダイヤモンドライク

カーボン※2」の極薄膜（厚さ10ナノメートル）により、鏡の見え方や明るさを維持したまま水垢の固着を防

ぎ、水垢がついても簡単なお手入れで落とすことができます。 

鏡へのDLC成膜は前例がなく、水垢除去に効果的な組成、成膜方法ならびにオリジナルの生産設備を装

置メーカーと共同開発し、グループ会社であるTOTOマテリア土岐工場（岐阜県土岐市）にDLC成膜ライ

ンを構築。生産開始から10年で累計200万枚以上の「お掃除ラクラク鏡」を出荷してきました。 

DLCは自動車部品や機械部品などに用いられることが多いなかで、TOTOは日常的に目に触れる機会

がある浴室の鏡にDLCコーティング技術を適用して機能改善し、普及させてきました。この取り組みが高

く評価され、今回の大賞受賞に至りました。 

TOTOは、きれいと快適・健康をもたらし、環境に配慮した水まわり商品「サステナブルプロダクツ」を世界中

のお客様へ提供するため、新しい価値提供ができる技術開発を今後も進めてまいります。 

受賞 

2026年2月25日 
浴室用「お掃除ラクラク鏡」の 

DLCコーティング技術で「岩木賞」大賞を初受賞 
 
鏡への水垢固着を防ぐDLC成膜技術を確立して累計200万枚以上出荷し、 

DLCの民生分野への用途拡大に貢献したことが高評価 

※1：摩擦や摩耗、潤滑などを扱う「トライボロジー」と、表面処理技術である「コーティング」を融合させた技術分野。材料の表面に機能的な薄膜を形成することで、滑
りやすくする（低摩擦）、減りにくくする（耐摩耗）、汚れなどを付着しにくくする（耐凝着）といった特性を付与する技術の総称 ※2：ダイヤモンドと黒鉛（グラファイト）の
中間的な構造を持つ、炭素を主成分とする非晶質の薄膜素材。「硬さ」と、薬品などに侵されにくい化学的な「安定性」を併せ持つ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お掃除ラクラク鏡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NEWS RELEASE 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

従来の鏡 

 

お掃除ラクラク鏡 

 

入浴3ヵ月相当の汚れ※4 
 

従来の鏡※3 
 

お掃除 
ラクラク鏡 
 

汚れの落としやすさの比較 
 

※3：2012年発売の表面をDLC膜で覆っていない鏡 ※4：長時間放置された場合を想定し、社員宅に
おける3ヵ月のフィールドテストの汚れ具合を、当社オリジナルの散水試験機により再現 ※5：日常の
お手入れ想定で清掃（TOTO調べ） 
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表彰の趣旨 

岩木賞は、表面改質、トライボコーティング分野で多大な業績を上げられた故岩木正哉博士（理化学研究所元主任研究
員）の偉業をたたえ、当該技術分野およびその関連分野において日々努力・研鑽する個人、法人、団体の業績を表彰し、
学術界、産業界、ビジネス界におけるさらなる活躍、発展を期待してエンカレッジするものである。 
 

表彰の対象 
岩木賞は、表面加工、表面改質、表面分析、トライボロジー、コーティングならびに未来の生産に資する地球温暖化防止・
環境配慮型技術に関わる研究・技術・開発・支援・交流・事業化等において著しい成果、業績（製品、サービス、学会発表
や特許申請／登録されたものを含む）を上げた個人、法人、もしくは団体を対象として、一般社団法人未来生産システム学
協会（以下、FPS）が設置した表彰審査委員会が選考する。 
 

岩木賞の種類 
岩木賞は、以下を選考、贈呈する。 
 

大賞、優秀賞、特別賞、奨励賞、事業賞、環境賞 
原則として、日本国内に居住地、研究室や本社、本部、主力工場などの主たる活動拠点を有する個人、法人、もしくは団体
を対象として贈呈する。 
 

国際賞 
海外に主たる居住地、研究室・本部、本社、主力工場、運営主体、ヘッドクォーターなどの主たる活動拠点を有する個人、
法人、もしくは団体を対象として贈呈する。 
 

功績賞 
国内外を問わず個人、法人、もしくは団体を対象として贈呈する 
 

審査基準 

大賞 

①開発技術が世界的に高い水準にあり、新規独創性に優れたもの 

②開発技術が実用化されており、経済的・社会的貢献が認められるもの 

 

岩木賞 公式サイト 

https://sites.google.com/view/fpst/home 

 

  

「岩木賞」について ※岩木賞ウェブサイトから抜粋引用 

「お掃除ラクラク鏡」のDLCコーティング技術について 

開発の背景：浴室鏡の水垢固着メカニズム 

 

 

 

 

 

浴室鏡に固着する白い汚れ（水垢）には、水道水中のケイ酸に由来する「シリカ」が含まれています。 

鏡のガラスも同様に「シリカ」を主成分とするため、鏡についた水滴が乾燥する過程で、水垢成分と鏡の表

面が化学的に結合（脱水縮合）し、一体化して強固に固着してしまいます。 

これが、スポンジ等での日常清掃では除去が困難な汚れの原因となります。  

 

断面SEM※6観察像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※6：走査電子顕微鏡（SEM＝Scanning Electron Microscope）。光の代わりに電子線で試料表面を走査（スキャン）し、凹凸や形状をナノレベルで観察できる 
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技術の特長①：DLC膜による水垢の固着抑制 

 

 

 

 

 

この課題に対し、TOTOは「DLC」に着目しました。DLCはダイヤモンドと黒鉛（グラファイト）の中間的な構

造を持ち、高硬度かつ化学的に安定していることが特長です。 

本技術では、鏡の表面に10ナノメートル（10万分の1ミリ）という極薄のDLC膜をコーティングすることで、

鏡の光学性能（見え方）を維持したまま、水垢と鏡表面の化学的な結合を物理的に遮断します。これによ

り、水垢の固着を防ぎ、簡単な清掃での除去を可能にしました。 

技術の特長②：清掃性と耐久性の両立 

 

 

 

 

 

浴室鏡への適用においては、「水垢除去性」と「耐

久性」の両立が技術的課題でした。 

DLCは炭素と水素で構成されています。膜中の水

素含有率を高めると水垢は落としやすくなります

が、一方で紫外線による劣化（損耗）が進みやすく

なるというトレードオフの関係があります。 

TOTOは、プラズマを用いた成膜プロセス（高密度

プラズマ生成と基材への高電圧印加の併用）を開

発し、膜中の水素含有率を精密に制御することに

成功しました。 

これにより、長期間の浴室使用に耐えうる耐久性

と、優れた水垢除去性を両立させました。 プラズマCVD※7成膜装置の概略図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※7：化学気相成長（CVD＝Chemical Vapor Deposition）。目的となる薄膜の原料ガスを供給し、エネルギーを与えて化学反応により膜を堆積する方法 
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量産化技術の確立と普及 

 

 

 

 

 

DLCコーティングは工具や自動車部品など比較

的小型な部材への適用が一般的ですが、浴室用

の鏡は最大で横幅2メートルに及びます。 

TOTOは、大面積の鏡に対して高速かつ均一に

DLCコーティングが可能なインライン式成膜装置

を装置メーカーと共同開発しました。 

これにより、TOTOの主要なシステムバスルーム

への標準搭載を実現し、累計200万枚以上の出

荷を達成しました。 

「お掃除ラクラク鏡」が標準搭載されているシステムバスルーム 

戸建住宅向け マンションリモデル向け 

システムバスルーム 

「SYNLA（シンラ）」 

システムバスルーム 

「sazana（サザナ）」 

マンションリモデルバスルーム 

「SYNLA（シンラ）」 

マンションリモデルバスルーム 

「ひろがるWYほっカラリ床シリーズ」 



 5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きれいと快適・健康 環境 人とのつながり 

共通価値創造戦略 TOTO WILL2030 

「社会的価値・環境価値」と「経済価値」を同時に実現する共通価値創造戦略 TOTO WILL2030 では、 

「きれいと快適・健康」「環境」「人とのつながり」を取り組むべき重要課題「マテリアリティ」として 

サステナビリティ経営を強化し、国連の「持続可能な開発目標（SDGｓ）」にも貢献していきます。 

https://jp.toto.com/company/profile/philosophy/managementplan 

本技術の受賞歴 

受賞名   受賞タイトル  受賞年度 

全国発明表彰 発明賞   水垢汚れを抑止する清掃容易な浴室鏡の発明  2023年度 

日本セラミックス協会 技術賞   水垢固着を抑止するDLCコート浴室鏡の商品化  2023年度 

 


